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1 4 　 重 症 急 性 膵 炎 に 対 す る メ シ ル 酸 ガ ベ キ サ ー ト

（FOY）動注療法の経験

森 茂 紀 ・ 船 田 理 子 ・ 小 林 正 明

柳沢善計 * ・ 岡 本 竹 司 ・ 生 天 目 信 之

大 橋 泰 博 ・ 佐 藤 攻 * *

信楽固病院内科
*

同 外科 * *

重症急性腸炎に対する メ シ ル酸ナ フ ァ モ ス タ ッ

ト ( プ サ ン) 動注療法につ い て は ,
東北大の 武田

ら により報告 され
,
その 有用性に関 して は コ ンセ

ンサ ス が得られて い ると思われる .

し か し
,
もう 一

つ の月畢酵素阻害剤 で ある F O Y

に つ い て の報告は少な い . 重症急性腸炎は ,
過凝

固状態傾向にあり
,
内皮細胞障害型 の 多臓器不全

の 合併頻度が高 い こ と か ら
,
理論的に は F O Y の

方 が有利 と思 われる ｡ 当院で は 6 例の 患者 ( 1 例

は 高 カ リ ウ ム 血症 の た め プ サ ン より 変更) に

F O Y を動注し救命する こと が でき た .

F O Y 動注濃度を 0 .2 % とする こと により
,
動脈

炎も生ずる事 は なく , 安全性も高 い と思われた .

8 9 歳の 高齢者症例報告も含め発表し たい .

1 5 　 集 学 的 治 療 を 行 っ た 急 性 重 症 膵 炎 の 1 例

五 十 川 修 ・ 藤 村 健 夫 ・ 武 井 伸 一 *

植 木 匡 ・ 若 桑 隆 二 ・ 石 塚 大

北見智恵・小林久美子 * *

厚生連刈羽郡総合病院内科 *

同 外科 * *

症例 は 6 9 歳男性 . 6 2 歳頃 に胆嚢結石を指摘 .

平成 1 4 年 5 月 1 7 日より上腹部痛あり
,
1 9 日当院

受診 . 血清ア ミ ラ
ー ゼ上昇, C T に て月割重大

,
牌周

囲 へ の 炎症進展あり
,
急性月華炎と診断し同日入院

した . 翌 2 0 日 に は低酸素血症を認め
,
ス テ ロ イ ド

パ ル ス 療法と腹腔動脈か らの プ サ ン
,
チ エ ナ ム の

動注を開始 し
,
2 1 日より C H D F を行 っ たが

,
低

酸素血症 は進行 し同 日人工 呼吸器管理 と な っ た .

7 日 間の 動注 に て 各種所見は改善 し
,
8 日 間で 人

工呼吸器を離脱 し た . 6 月 7 日 に胸腔 ドレ ナ - ジ

と P T G B D を行 い
,
1 3 日 より経腸栄養 を開始 し

た . 明らか な感染症の 合併もなく 8 月 5 日胆嚢摘

出術を施行 し た. 本例 は集学的治療を行 い 救命で

き た が
,
動注終了時の C T に て 牌外へ の 広範 な炎

症波及を認め ,
動注開始時期又 はカ テ

ー

テ ル 留置

位置 に つ き検討を要する と考えら れた.

1 6 　 糖 尿 病 合 併 膵 癌 切 除 例 の 検 討

齊藤素子 * ， * * * ・ 阿部要一 *

横 山 義 信 * ， * * * ・ 山 田 明 *

津田晶子・佐藤秀一・鈴木康史 * *

塚田一博 * * *

木戸病院外科 *

同 内科 * *

富Lh 医科薬科大学第 2 外科 * * *

当院 で 切 除し た肺 癌 は 1 6 例 で ,
平均 年齢は

6 6 . 9 歳 (5 4 - 8 4 歳)
,
男 : 女 - 1 0 : 6

,
t sl : t s 2 :

t s3 : t s 4 - 1 : 7 : 6 : 2 例 で あ っ た . 糖尿病( D M )

合併症例 は 7 例 ( 4 3 . 8 % ) で D M の 悪化が診断

の 契機 と な っ た症例が 2 例 (t s 2/ fo ll o w u p 期間 2

午, t s l/ 初発)
,
D M 教育入 院時の 精査で 発見され

た症例 が 3 例 (t s 2/ 1 4 年
,
t s3 / 8 年,

t s 4/ 1 年) , 他

2 例 は黄痘 が初発症状 (t s 2/ 5 年, t s 3 / 1 0 年) で

あ っ た . 5 0 歳以上 で新 た に D M と診断 された患

者 ,
もしく は血糖コ ン トロ

ー ル が急速に 悪化 した

症例 で は
,
牌癌の合併を念頭に置き牌精査を行う

こ と で早期診断 に つ なが る可能性 が示唆された .

17　膵癌に対するゲムシタビン併用温熱化学療法

の試み

海 部 勉 ・ 大 竹 雅 広 ・ 佐 藤 友 威

吉 田 奎 介

日本歯科大学新潟歯学部外科

ゲム シ タ ビ ン は進行月華癌に対 し単剤 で も高 い 有

効性を示 し
,

一

方
,
温熱化学療法 は進行月華癌に対

し Q O L の 改善や生存期間の 延長 に寄与する と い

われる . 今回 2 例 の 切除不能肺癌 に対 しゲ ム シ タ

ビンを併用 した温熱化学療法を試みたの で報告する.

〔症例 1〕 6 4 歳男性 . 黄痘を主訴に 紹介受診 . g)

除不能月琴頭部癌の 診断に て
,
週 1 回ゲ ム シ タ ビ ン

1 4 0 0 m g 点滴静注と 同時温熱用法を 3 週連続施行 ,
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1 週休止Ol) 4 過を 1 ク ー

ル と して 行 っ た .

〔射列 2〕 5 2 歳女件
,
U]L; ,

/

i? 不能月畢頭部痛の 診断 に

て 紹介され
,
ゲ ム シ タ ビン 1 2 0 0 m g で 同様 に温熱

化
ノ

手癖法を行 っ た . 副反応 は い ずれも g r a d e l の

I([L 小板減少の み で
,
休薬に て 改善.

))[
J

l
111/
A
f) 1 は 5 ク -

ル終 [ し N C で ある が無輔II-
:

_
,i)こで

ある . 桔例 2 は 3 ク - ル終了 し腫癌の 縮小をみて

い る . 現在も治療を糾純中で ある.

1 8 腰痛 に対する化学療法の検討

秋Ll+ 惟玄
･

本山 )iil;:き
･

船越 11= 車

新井 人
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稲告 ;F
f
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L
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県立 がん セ ン ター析i乍一抑もー;ノ:L
)J不二i

肺臓癌に 対する化学療法の 治蛤効栄に つ き様 々

な報チ;
･

か ある . 壮例の 進行嫁が一
一 致 して い な い i :3 =

';A ,

糾織I
p
l与
p
r
.! の 奨 なる柾仲りが混在 し て い る郭など がばら

つ き を
_
!一暮_
:
. じ て い る煉囚と思われる . ま た

,
化学療

法が有効 で ある と言 う ため に は b e s t s u p l) 0 1
-

ti v e

c a r e と比中交し, EI) =l ら か に延命効 果を認めな ければ

な らな い が , そ の 比較力叩]1i
'

(F
'

に なされて い る幸Fi-Fi

は少な い .

今L[
l
)l 我々 は

,
画傾診断で胴; J

'

i苦痛と診断 さ れ 他

臓器甑移, 腹膜播樟 , 高痩 t) ン バ 節転移 , 高]if 局

所進展の ため外不ミ糊 除困難 であ っ た牌癌柾1/JFJ に)L寸

する化学療法の 有効性を検討する ため に ,
同様 な

条什で b e st s u p p o rti v e c a r e を行 っ たT;
J

I-
I

.1列と ,
化学

療法を行 っ た柾例 の 予後を比較検討 したの で報 告

する .

1 9 当院に おけ る浸潤性膝管癌の検討

大場 素悼
･ i/.1jfi; J̀文 ･

h
'

村本
^

(J 司
*

･ 柳i)く 首計

小林 JL 明 ･ 船 円 l
･

ll-
i

.
千 .

三I
一
天目信′之

･ 森 茂紀

浦)H 性芙
* *

信楽l壱1 柄院外科
*

同 内不
こ

E
* *

当院 1 9 年間の 浸潤性肺管癌は 1 5 6 例 で 手術肝

7 2 例 ( 切除 2 8 例
,

バ イ パ ス 3 1 例
,
試験 開版 1 1

例
,
そ の 他 2 例)

,
非手術群 8 4 例 で あ っ た . 切1珠

]T1
'

(
,

バ イ パ ス 肝
,
EJ.J＼験開腹-]n

'

:
,
非手術肝の 平均生

存期間はそ れぞれ 1 3 ケ 月
,
7 .3 ケ 札 5 . 3 ヶ H

,

5 . 2 ヶ 月で あ っ た. ま た
,
初発症状等に つ い ても検

討 し た .

2() 浸潤性膝管癌 ( T S 2 以上) 症例 の検討

J-_屋 東研
･

内藤 i
J

i 也 I H] 小 乙姫

柴本 箭
･ 暴)i [lJ奇 裕
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'
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佐 野 宗明

野i 立がん セ ン ター新潟州,
'

克外科

)-
[/
i 科 でり] 除 された汚油性腸管嬬 (T S 2 以_l二) 柿

例 で 3 1L 以__卜.
/i j f:1]/Ej は 1 4 側 で あ っ た . 牌頗

l o ll/lJ
, 鮮休心 抑嘉 3 帆 令体楯 1 例 で あ -

) た . う

ち 8 例がjli 発') ,L
IL
.キ死 して い た . 月別削如ri り招 い 規約

第 5 版 で の 3 叶･ 比l:_
'J :.fTl

!
!
A
[j O) ため 0) st a g e l

t

･

LL
/

,
-iILJj

f一で は S( -) , A ( -)
,
R P (-) , P V 卜)

,
p I , ド) . o o ( -)

が-
_
q !: 要田 ( て あ っ た . 3 l

lI-
:

- 以 上生存でfli 発北 L 8

糾小 こ のr)1
”
{ を満た す4.1

'

1
:A
_ 桝は 5 L

L
/rj と 多か っ た . 3

f卜以
ー
上で無 和ヲLT[Jjり6 倒巾 4 例は この S T A G E 決

'

iE

l計f一が裡数掲作 で あ っ た . 多食 =E
_
i

'

:
_ 解析で は 3 年

/

p
f :
_

/f を得る た め に は少 なく とも R O ( 柄世組;
'

J:
'

' (
'
l-)

検索 で も痛遇残を ‖居め な い) ニ と が 必f&
T: で あ る

が
,
3 イト経過後に 何党する症例が多か っ た. 3 咋生

存例は sl o w g r o w i n g など の 特殊虹例を切除 して

い る と考えられた .

2且 当科 にお ける揮癌切除症例の 検討

新出 ,

Tilt: 山 ･

清水 人;
L:-i-

･

桑 偉 叫
[k

,

1

.別≡日 哲一山
･

河内 保之
･

流水 ifし昭

惇:-卜連長IiYE-] L卜央綜合病院外Tjl

平成元年よ り現I7
･

: ま で の 別間にり] 隠 した浸潤件

肺皆癖 3 1 側 に つ い て検討 し た.

手術の 内抑ま P D 1 7 例 ,
P p P D 4 例, 肺肘宅部切

除 6 1//El , 牌全摘 4 例 で あ っ た . F 朋厄合併切除は 1 1

例 ( P D 8 , P p P D l , 牌全脂 2) に 行 っ た .

左副腎U][徐を 1 0 側 に 行 い ,
肺休尾 部切l5/jミの 2

例に 左腎合川 研除を行 っ た .

=f ･ 恥
-/
/ヒ亡例 は なく

,

全例---一度は退院が 可能 で あ っ た .

3 {rF 生存例は 9 例 で ,
5 年生存例 は 4 例 ( 1 0

'i:
_

2 1I7fl
,
7 1 : _ 1 例 ,

6 生 1 例) で あり ,
現在生存中の




